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鰍麓アナの羅（二六公園ブナ林まつり）

　　5月24日、長福寺裏山では、17回目のブナ林まつりが

　行われました。　．

　　大人は地酒とともに、カラオケ大会や歌謡ショr・に酔

　　い、大勢の子供たちは宝さがしを楽しみました。

　主な内容　　　…
1＞議会報告…………………　〔2〕　i

〉水道料金改定……………〔3〕　i

〉生産組合アンケート……〔4〕i

〉町史の窓……………・…・・〔7〕

［＞母子センター閉所………〔8〕

〉優勝千手スポ少野球……〔9〕

〉ようこそ川西町ヘ………〔10〕

［＞ブラジルから故郷ヘ……〔5〕i〉わしの自慢………………〔11〕

〉r町史』の予約・…一…・〔6〕：〉戸籍の窓から……………〔12〕
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難
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購
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休日救急医

6月15日池田医院（本町西）

22日至誠堂医院（西浦町）

29日中条病院（中条）

7月6日富田医院（神明町）

13日大島医院（川原町）

・灘

羅

雛
鞭
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告

会　
　
　
報

議

　
第
二
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
六
月
三
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
の
承
認

事
項
と
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
提
出
し
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
町
民
税
均
等
割
の

　
　
非
課
税
基
準
引
き
上
げ

　
税
条
例
の
一
部
改
正

①
個
人
町
民
税
均
等
割
の
非
課
税

　
基
準
二
十
二
万
四
千
円
を
二
十
四

　
万
八
千
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

②
個
人
町
民
税
の
所
得
控
除
の
う

　
ち
、
同
居
の
特
別
障
害
者
に
係
る

　
配
偶
者
控
除
額
及
び
扶
養
控
除
額

　
三
十
万
円
を
三
十
四
万
円
に
引
き

　
上
げ
ま
し
た
。

③
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
が
、
六第2回町議会臨時会

　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　　　9　　　　　　甲　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　，　　　　　o　　　　　一　　　　一　　　　・　　　　一　　　一　　　一　　　●　　　．　　o　　－　　o　・　．　一
，一一

十
一
年
五
月
一
日
か
ら
六
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
限
り
、
千

本
に
つ
き
三
百
五
十
円
を
六
百
四

十
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
就
労
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
工
事
請
負
契
約
を
承
認

　
六
月
二
日
入
札
し
た
仙
田
地
域
就

労
セ
ン
タ
ー
（
本
体
）
建
設
工
事
が

請
負
金
額
五
千
五
百
五
十
万
円
で
、

井
川
建
設
（
株
）
と
請
負
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
議
会
議
決
し
な
け

　
　
　
　
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

を
、
た
ま
た
ま
議
会
を
招
集
す
る
暇

が
な
い
よ
う
な
と
き
や
、
議
会
ま
で

待
て
な
い
急
ぎ
な
事
項
が
生
じ
た
と

き
、
あ
ら
か
じ
め
町
長
が
決
定
し
、

処
理
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
議

会
が
開
か
れ
た
と
き
、
改
め
て
承
認

を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　纏
醤翻巌　総
口　 鶏臓獺曝　翔臓P、

“
三
〇
”
の
人
た
ち
か
ら
三
百
本

　
合
併
三
十
周
年
に
ち
な
ん
で
、
イ

チ
ョ
ウ
苗
を
三
百
本
、
上
野
地
内
（
砂

坂
）
に
植
樹
す
る
こ
と
に
な
り
、
何

ん
で
も
「
三
〇
」
の
数
字
に
か
か
わ

り
あ
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら
植
え
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
た
と
え
ば

○
結
婚
三
十
周
年

○
年
齢
三
十
歳

○
住
所
地
が
三
〇
番
地

○
自
家
用
車
登
録
番
号
（
下
ニ
ケ
タ
）

　
が
三
〇
…
…
…
な
ど

　
植
樹
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八
月

三
十
日
ま
で
に
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
先
　
役
場
産
業
課
「
林
政
係
」

　
作
詞
審
査
ス
タ
ー
ト

　
本
紙
一
月
号
で
募
集
し
た
と
こ
ろ

十
三
点
の
応
募
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。
　
皆
さ
ん
か
ら
愛
唱
し
て
い
た
だ
く

「
川
西
音
頭
」
、
作
詞
の
審
査
員
を

次
の
方
に
お
願
い
し
、
五
月
二
十
六

日
か
ら
審
査
に
入
り
ま
し
た
。

　
太
田
長
栄
（
中
央
町
）

　
水
品
リ
ツ
　
（
三
　
領
）

須
藤
茂
一
　
（
仁
田
・
委
員
長
）

中
条
秀
雄
（
岩
瀬
）

市
村
俊
一
　
（
上
野
小
学
校
）

　
　
　
　
　
念
　
誌

　
写
真
が
語
り
か
け
る

　
町
内
全
戸
に
記
念
品
と
し
て
、
無

料
配
布
す
る
記
念
誌
の
編
集
作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
心
と
心
の
か
よ
う
記
念
誌
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
あ
な
た
の
家
に
あ
る

珍
し
い
、
懐
し
い
写
真
を
ぜ
ひ
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

〇
六
月
末
日
ま
で
に

○
役
場
総
務
課
「
文
書
広
報
係
」
へ

○
写
真
ウ
ラ
に
住
所
・
氏
名
明
記

　
夢
と
希
望
を
託
し
て

　
町
の
あ
り
さ
ま
や
、
願
望
な
ど
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
総
合

体
育
館
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
設
置

が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
八
月
に
は
各
戸
に
、
夢
と
希
望
を

託
す
一
定
の
用
紙
と
、
封
筒
が
配
ら

れ
ま
す
。
そ
の
中
に
家
族
の
記
念
す

べ
き
写
真
な
ど
も
入
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ

た
機
会
に
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
用
の

写
真
を
写
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。



1【3】o””””0””Ill”1”lll””””1”II”””””ll””””1””1”””””””II”1””””8”””111”””1””1””””1””””””ll”””1”””””1広報かわにし／昭和61年6月10日発行

）

ノ　　　　　＿』

　　　　ノ、
基
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過
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金

か
ら翻灘

（
1
0
㎡
ま
で
）

（
1
、
m
当
り
）

千
五
百
円
亭
千
七
百
円

百
三
＋
円
畢
百
五
十
円

　
五
十
六
年
十
月
以
来
、
五
年
据
え
置
い
て
き
た
水
道
料
金
を
、
六

月
一
日
か
ら
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
水
を
、
家
庭
の
蛇
口

ま
で
順
調
に
お
と
ど
け
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
改
定
で
す
。
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六
十
年
度
に
浄
水
場
か
ら
各
家
庭

ま
で
、
パ
イ
プ
を
通
っ
て
使
用
い
た

だ
い
た
水
は
、
六
十
万
六
千
ト
ン
（
二

百
㍊
の
ド
ラ
ム
か
ん
三
百
万
本
）
、

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
水
道
料

金
は
、
七
千
八
十
万
円
（
一
人
当
り

年
間
約
一
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
　
「
経
営
に
必
要
な

経
費
は
、
水
を
供
給
し
て
得
た
料
金

収
入
で
ま
か
な
う
こ
と
」
が
原
則
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
水
を

供
給
す
る
た
め
の
施
設
の
建
設
、
改

良
費
用
や
、
そ
れ
を
管
理
、
運
営
す

る
費
用
が
、
ど
う
し
て
も
料
金
収
入

だ
け
で
は
、
ま
か
な
い
切
れ
な
い
の

が
実
状
で
す
。

　
六
十
年
度
は
、
そ
の
不
足
分
四
千

八
百
万
円
（
全
体
経
費
の
約
三
八
％
）

を
町
の
一
般
会
計
か
ら
補
充
し
、
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
の
安
定
し
た
供
給
と
公
営
企

業
と
し
て
の
健
全
な
運
営
を
は
か
る

た
め
、
料
金
改
定
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

44

．
4
基
本
料
金
　
　
三
〇
〇
円

　
　
　
超
過
料
金
　
　
　
三
〇
円
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47

．
4
基
本
料
金
　
　
四
〇
〇
円

　
　
　
超
過
料
金
　
　
四
〇
円

51

．
5
基
本
料
金

　
　
　
超
過
料
金

52

．
4
基
本
料
金

　
　
　
超
過
料
金

53
．
1
0
基
本
料
金

55

．
8
基
本
料
金

　
　
　
超
過
料
金

56
．
1
0
基
本
料
金

　
　
　
超
過
料
金

⊥
ハ
○
○
円

　
　
⊥
ハ
○
円

　
八
○
○
円

　
　
八
○
円

一
、
○
○
○
円

　
　
八
○
円

一
、
一
一
〇
〇
円

　
一
〇
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

　
二
二
〇
円

61

．
6
基
本
料
金
一
、
七
〇
〇
円

　
　
　
超
過
料
金
　
　
一
五
〇
円

44卜
千
手
地
区
簡
易
水
道
施
工

　46
中
仙
田
地
区
簡
易
水
道
施
工

47
橘
地
区
簡
易
水
道
施
工

48
赤
岩
地
区
簡
易
水
道
施
工
、

9
川
西
町
上
水
道
事
業
創
設

　
鉾
糠
に
上
野
地
区
を
）

51

木
落
地
区
簡
易
水
道
施
工

52
室
島
地
区
簡
易
水
道
施
工

53

田
戸
地
区
簡
易
水
道
施
工

54

上
水
道
第
一
期
拡
張
事
業
施
工

番
糠
螺
郷
子
）

54
橘
地
区
簡
易
水
道
拡
張

　
　
（
橘
三
箇
地
区
を
拡
張
編
入
）

55
白
倉
地
区
簡
易
水
道
施
工

57

上
水
道
第
二
期
拡
張
事
業
施
工

上
水
道
に
田
戸
、
中
仙
田

赤
岩
地
区
を
編
入
し
上
野

浄
水
場
か
ら
若
ノ
窪
峠
越

し
に
送
水
管
布
設
施
工
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考えるホいま、何タレ

アンケ

置合オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
東
部
地
区
農
業
生
産
組
織
1
そ
の
数
二
十
七
、
構
成
員
約
九
百

五
十
名
に
達
し
て
い
る
、
水
稲
・
た
ば
こ
な
ど
の
部
門
で
組
織
す
る

農
業
者
の
組
合
で
す
。

　
町
で
は
、
そ
の
生
産
組
織
の
中
で
も
水
稲
を
主
体
と
し
た
十
五
組

合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
、
担
い
手
と
し
て
考
え
る
農
業

の
現
況
や
、
農
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
　
（
回
収
率
約
八
○
％
）

　
地
域
農
業
を
担
う
、
生
産
組
合
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
い
ま
、
何
を
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ー
。

　
〈
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
は
、
大
型
農
業
機
械
の
操
作
を
す
る
役
の
人
〉

レ

◎
あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て

●
あ
な
た
の
年
齢
は

「
二
十
六
～
三
十
歳
」
一
二
・
五
％

「
三
十
一
～
四
十
歳
」
二
一
・
四
％

「
四
十
一
～
五
十
歳
」
二
五
・
○
％

「
五
十
一
歳
以
上
」
　
四
一
・
一
％

●
勤
務
し
た
年
数
は

コ
～
四
年
」

「
五
～
九
年
」

「
十
年
以
上
」

「
無
回
答
」

五
・
四
％

一
四
．
四
％

六
九
・
五
％

一
〇
．
七
％

●
あ
と
何
年
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

　
し
て
働
か
れ
る
と
思
い
ま
す
か

「
五
年
以
内
」

「
六
～
十
年
」

「
十
年
以
上
」

「
無
回
答
」

四
一
・
一
％

一
六
．
一
％

一
一
五
・
○
％

一
七
．
八
％

◎
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、

　
い
る
こ
と
に
つ
い
て

感
じ
て

　
＊
栽
培
管
理

「

農
家
は
整
地
、
水
管
理
、
溝
切
り

な
ど
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
・
六
％

「

生
産
組
合
は
、
積
極
的
な
栽
培
指

導
に
努
め
た
ら
よ
い
と
思
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
・
六
％

「

個
々
の
農
家
が
経
営
者
で
あ
る
か

ら
、
管
理
の
強
制
は
す
べ
き
で
は
な

い
と
思
う
」

一
六
・
一
％

　
＊
土
づ
く
り

コ

稲
わ
ら
の
秋
す
き
込
み
を
推
進
し

た
ら
ど
う
か
」
　
　
　
七
一
．
四
％

「
堆
肥
を
投
入
し
た
ら
ど
う
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
・
八
％

「

流
水
客
土
を
し
た
ら
ど
う
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
．
七
％

●
賃
金
（
一
日
八
時
間
）
は
、
い

　
く
ら
が
適
当
と
思
い
ま
す
か

コ
万
円
」

「
八
千
円
」

コ
万
二
干
円
」

「
九
千
円
」

「
七
千
円
」

　一一二四
三四六五一
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

六三一〇〇
％％％％％

◎
今
後
の
生
産
組
合
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て

　
＊
経
営
形
態
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確

　
　
保
に
つ
い
て

「
通
年
雇
用
で
、
固
定
し
た
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
確
保
」
　
　
四
四
．
六
％

「
必
要
な
人
員
だ
け
の
期
間
雇
用
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
・
三
％

「
専
業
的
農
家
に
農
地
集
積
を
し
、

生
産
活
動
を
し
て
も
ら
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
．
三
％

　
＊
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

「

第
三
セ
ク
タ
ー
的
企
業
や
機
械
施

設
利
用
組
合
な
ど
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ

1
の
年
間
雇
用
を
行
い
、
農
繁
期
に

各
生
産
組
合
に
配
属
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
・
七
％

「

各
生
産
組
合
で
年
間
雇
用
（
複
合

的
仕
事
）
を
考
え
、
安
定
し
た
職
場

を
提
供
す
る
」
　
　
　
三
二
・
二
％

「

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
・
一
一
％

　
＊
利
用
料
金
に
つ
い
て

「

生
産
組
合
の
状
況
を
考
え
る
と
、

多
少
ア
ッ
プ
し
て
も
よ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
・
五
％

「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
・
四
％

「

長
期
的
に
収
支
を
考
慮
し
、
極
力

低
く
お
さ
え
る
べ
き
だ
と
思
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
．
九
％

　
【
＊
印
…
…
複
数
の
回
答
事
項
】
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岬
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藤
巻
康
子
さ
ん
故
郷
ヘ

　
　
　
　
ゼ
・
ゴ
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．
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．
・
●
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●
ピ
暢
●
．
，
・
●
ゴ
ゴ
一
・
．
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G
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．
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川
西
町
で
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
六

年
に
四
歳
で
父
秀
里
（
塩
辛
の
藤
巻

牛
乳
）
、
母
ト
キ
（
四
郎
兼
の
渡
辺

新
聞
店
）
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
ブ
ラ

ジ
ル
ヘ
渡
っ
た
藤
巻
康
子
さ
ん
が
、

五
月
の
連
休
に
二
十
五
年
ぶ
り
で
故

郷
の
土
を
踏
ま
れ
ま
し
た
。

　
康
子
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
小
・

中
．
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
名
門
サ

ン
カ
、
、
、
ロ
看
護
学
校
に
学
び
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
日
伯
援
護
協
会
救
急
病
院

に
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
国
際
協
力
事
業
団
の
第
十

六
回
移
住
者
子
弟
家
族
技
術
者
研
修

生
の
一
人
に
選
ば
れ
、
神
奈
川
県
の

成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
で
二
年
間
の

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
四
月

六
日
に
来
日
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
現
在
八
十
万
人

の
日
系
人
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

の
国
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
ほ
と
ん

ど
の
お
年
寄
り
た
ち
は
、
　
「
自
分
が

も
し
も
の
時
は
日
本
人
の
医
者
と
看

護
婦
に
診
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

強
い
願
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
よ
う

と
、
援
護
協
会
が
病
院
の
規
模
を
拡

大
し
、
目
下
、
八
八
年
の
完
成
を
め

ざ
し
て
総
合
的
な
日
本
病
院
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。
康
子
さ
ん
は
、

日
本
で
の
研
修
が
終
わ
る
と
新
設
の

病
院
で
看
護
婦
の
指
導
に
当
り
ま
す

が
、
現
地
の
新
聞
は
、
こ
の
壮
挙
を

「
ヤ
ス
コ
は
ブ
ラ
ジ
ル
期
待
の
星
」

と
大
々
的
に
報
じ
て
い
ま
す
。

　
康
子
さ
ん
は
、
日
本
の
印
象
を
、

川
西
町
で
の
感
想
を
含
め
て
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
を
紺
と
黒
の
服
装
で

出
国
し
ま
し
た
が
、
日
本
に
着
い

　
た
ら
若
い
人
た
ち
が
派
手
な
の
で

9
●
。
．
8
。

。
●
’
9
●
●

。
。
。
●
●
●
。

●
9
●
●
●
●
・

●
。
●
．
。
●
。

・
●
●
。
。
。
●

●
●
。
．
．
・
。

●
●
●
●
。
●
の

・
●
。
●
●
。
●

。
・
●
●
●
●
●

。
●
9
●
●
●
●

●
●
●
●
●
。
・

は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
は
お
金
持
ち
で
す
ね
。

や
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

フ
ラ
ジ
ル
で
最
低
生
活
者
と
い
え

ば
こ
じ
き
で
す
が
、
日
本
で
は
社

会
保
障
が
行
き
届
き
、
ど
な
た
も

裕
福
そ
う
で
中
流
以
上
の
生
活
者

に
見
え
ま
す
。

　
日
本
人
は
無
駄
を
し
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
。
た
と
え
ば
、
女
の
人

は
と
て
も
き
れ
い
な
の
に
、
そ
れ

以
上
に
化
粧
し
て
素
顔
を
か
く
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
方
言
や
敬
語
が
多
す

ぎ
ま
す
。
だ
か
ら
会
話
が
と
て
も

む
ず
か
し
い
。
金
子
幸
作
（
岩
瀬
、

実
弟
が
在
ブ
ラ
ジ
ル
）
さ
ん
に
ポ

ル
ト
ゲ
ー
ス
（
ブ
ラ
ジ
ル
語
）
で

話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
は
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
国
が

ケ
ン
テ
（
広
い
）
で
も
こ
と
ば
は

一
つ
で
す
。

　
川
西
町
は
、
集
落
ご
と
の
特
色

が
よ
い
面
で
愛
郷
心
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
そ
れ
が
な
く
、
国
民
は

～
故
郷
を
捨
て
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り

ま
せ
ん
。

　
塩
辛
の
藤
松
お
じ
い
さ
ん
が
、

「

康
子
、
来
た
か
や
」
と
い
っ
て

喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
四

時
間
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
最

後
を
み
と
れ
た
の
は
神
の
お
恵
み

で
し
た
。

現
地
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
紙
」
か
ら

研
修
生
の
一
人
、
藤
巻
さ
ん
は
日

本
生
ま
れ
の
ピ
エ
ダ
ー
デ
育
ち
、
現

在
、
援
協
救
急
病
院
勤
務
の
ベ
テ
ラ

ン
看
護
婦
、
援
協
か
ら
は
初
め
て
の

研
修
生
で
八
八
年
に
完
成
す
る
援
協

日
本
病
院
の
“
期
待
の
星
”
。

　
コ
所
懸
命
、
日
本
の
す
ぐ
れ
た

技
術
を
習
得
し
ブ
ラ
ジ
ル
の
お
役
に

立
ち
た
い
。
特
に
新
し
い
援
協
病
院

の
柱
と
な
る
成
人
病
対
策
に
つ
い
て

勉
強
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
お

ら
れ
た
。

…
書
～
～
ミ
…
ミ
～
ミ
き
ミ
…
き
～
き

電
気
の
無
駄
を
省
こ
う

　
冷
蔵
庫
は
家
庭
の
電
化
製
品
の
中

で
い
ち
ば
ん
電
力
を
使
い
ま
す
。
家

庭
の
年
間
電
力
消
費
量
の
、
な
ん
と

三
〇
％
弱
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
十
分
に
そ
の
機
能
を
働
か
せ

る
た
め
に
、
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
周
囲
に
十
分
す
き
聞
を
開
け
て

上
…
…
三
十
セ
ン
チ
以
上

横
…
…
ニ
セ
ン
チ
以
上

後
ろ
…
十
セ
ン
チ
以
上

　
空
気
の
流
れ
を
よ
く
し
、
冷
却
効

果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
最
低
こ
れ

だ
け
の
す
き
問
が
必
要
で
す
。

●
直
射
日
光
と
火
が
嫌
い

　
熱
の
影
響
で
温
め
ら
れ
た
分
だ
け
、

余
計
に
電
力
を
使
い
ま
す
。
涼
し
い

場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

●
詰
め
込
み
す
ぎ
に
注
意

　
庫
内
に
食
品
を
あ
ま
り
詰
め
込
む

と
、
冷
却
効
果
が
落
ち
、
冷
や
す
の

に
よ
り
電
力
を
使
い
ま
す
。
冷
気
の

流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
あ
げ
ま
し

よ
・
フ
。

●
ド
ア
の
開
閉
は
素
早
く

　
い
つ
ま
で
も
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま

中
を
の
ぞ
い
て
い
る
と
、
温
か
い
空

気
が
入
り
こ
み
、
庫
内
の
温
度
が
一

定
に
な
る
ま
で
、
電
力
の
消
費
量
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ア
の
開
け

閉
め
は
素
早
く
ー
。



””“ll川II”1広報かわにし／昭和61年6月10日発行””1”o””””06”””””””””ll”1”””II”“””ll””””1”1”1””ll””””1””””1”1”1”1”””1”””II”1”””””1”””llol”1””“”1【6】”II”1””

叢
羅
灘
灘
蟻
獺

鋼
嚥
艶
醸
の
醸
縄

　
　
　
　
　
　
今
な
ら
追
加
も
可
能
で
す

　
二
月
半
ば
か
ら
先
月
末
日
ま
で
、

『
町
史
』
の
予
約
募
集
を
行
い
ま
し

た
が
、
町
内
・
外
か
ら
予
想
以
上
の

注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
な
お
問
い
合
せ
や
注
文
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
と
し
ば
ら
く
募
集
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
注
文
を
忘
れ
て
い
た
方
な
ど
、
こ

の
機
会
に
是
非
ど
う
ぞ
。

◎
『
町
史
』
の
内
容
と
「
通
史
編
」

　
「
資
料
編
」
の
区
別
は
？

　
川
西
町
の
原
始
時
代
か
ら
古
代
－

中
世
－
近
世
－
近
・
現
代
を
順
序
だ

て
て
記
述
し
た
も
の
が
通
史
編
で
す
。

　
大
昔
、
人
々
が
土
器
や
石
器
を
用

い
て
い
た
時
代
か
ら
、
村
落
の
形
成

や
妻
有
庄
の
発
詳
・
町
内
の
城
に
割

拠
し
た
武
士
た
ち
、
徳
川
時
代
に
入

っ
て
の
農
民
の
暮
し
や
生
き
ざ
ま
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
（
六
十
年
ま
で
）

の
で
き
ご
と
な
ど
を
、
文
献
や
史
料

に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
す
。

　
資
料
編
は
、
文
献
や
昔
の
書
き
つ

け
（
古
文
書
と
か
史
料
と
い
っ
て
い

ま
す
）
を
、
そ
の
ま
ま
活
字
に
し
て

後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
古
文

書
類
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
永
久
に
保
存
が
可
能
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
中

か
ら
と
く
に
貴
重
な
史
料
を
活
字
に

し
て
残
し
、
今
後
の
研
究
資
料
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
　
「
民
俗
」
も
大
き
く

と
り
あ
げ
て
あ
り
ま
す
。

◎
こ
れ
ま
で
発
刊
し
た
『
町
史
こ

　
ぼ
れ
話
』
と
の
関
連
は
？

　
こ
れ
ま
で
第
七
集
ま
で
発
刊
し
た

『
こ
ぼ
れ
話
』
は
、
　
『
町
史
』
に
載

せ
る
こ
と
が
不
適
当
な
も
の
や
、
ス

ペ
ー
ス
面
か
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
な
ど
を
、
そ
の
都
度
拾
い
集

め
て
い
ま
す
。
　
『
町
史
』
が
で
き
あ

が
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
発
刊
を

続
け
て
い
る
も
の
で
、
『
こ
ぼ
れ
話
』

の
集
大
成
が
『
町
史
』
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
一
セ
ッ
ト
一
万
五
千
円
の
頒
布

　
価
格
の
設
定
は
？

　
『
町
史
』
は
通
史
編
上
・
下
巻
、

資
料
編
上
・
下
巻
の
四
冊
で
一
セ
ッ

ト
で
す
。
価
格
の
設
定
は
、
印
刷
製

本
費
の
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
基
準
に
し
た
も
の
で
す
。

◎
発
刊
と
代
金
の
納
入
は
？

　
資
料
編
上
．
下
巻
を
今
年
十
月
に

発
刊
、
十
一
月
中
に
配
本
し
ま
す
。

通
史
編
は
、
来
年
三
月
に
刊
行
の
予

定
で
す
。
代
金
は
、
現
物
と
引
き
換

え
で
お
願
い
し
ま
す
。
町
外
の
方
に

は
、
編
さ
ん
係
か
ら
直
接
送
付
し
ま

す
。
代
金
は
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
『
町
史
』
は
予
算
の
都
合
か
ら
、

在
庫
を
極
力
少
な
め
に
し
た
限
定
出

版
で
す
。

　
あ
と
に
な
る
と
品
切
れ
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今
の

う
ち
に
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
文
先
〉

川
西
町
伊
友
歴
史
民
俗
資
料
館
内

町
史
編
さ
ん
係

　
曾
六
八
ー
二
＝
一
八

　
有
線
　
　
三
〇
九
四

”ポイ捨て”．
冷
ノ

鯵
」

全国で年間10億缶
　毎年、全国で100億缶を超え
　る缶入り飲料が生産され、その
約1割（10億缶）が空き缶として、

　ミポイ捨てヤされているそうで
す。

　　だれかが拾わなければ
　　いつまでもそのまま

　一度捨てられた空き缶は、だ

　れかが拾わない限り、そのまま

　の状態で、やがては日本列島が

　空き缶で埋まってしまうでしょ
　う。

　1〉飲み終わった空き缶は必ずゴ

　　ミ箱に入れる

　》ゴミ箱がなかったら持ち帰る

錨
銑
難
滋
灘
懇
鰯
磯
難
鑛
難

　
　
　
獲
躍
タ
リ
ー
潔
備
戦

　
五
十
六
年
か
ら
始
め
た
道
路
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
（
空
き
缶
拾
い
）
が
、

五
月
十
一
日
の
早
朝
、
衛
生
推
進
員

安
協
、
町
職
員
ら
が
出
動
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
メ
ン
、
、
ハ
ー
で
年
二
～
三
回
実

施
す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
な
ど
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
会
に
実
施
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
あ
い
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
空

き
缶
が
拾
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
マ
・
車
で
六
台
分
あ
り
ま
し
た
。

　
運
転
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に
待
つ
ほ

か
な
い
の
で
す
。

　
“
ポ
イ
拾
て
”
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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昔
も
あ
っ

上
杉
氏
は
織
娘
も
連
れ
た

　
古
来
、
越
後
の
白
布
（
た
ぐ
り
）
は

有
名
で
、
関
東
管
領
の
上
杉
氏
が
上

洛
（
ら
く
）
の
さ
い
に
、
天
皇
は
じ
め

足
利
将
軍
や
公
家
た
ち
に
越
後
布
を

贈
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
当

時
、
越
後
布
の
品
質
が
良
く
、
名
産

品
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
の
は
、
た
え

ず
創
意
と
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
ひ

ね
も
す
布
を
織
り
続
け
た
越
後
女

（
え
ち
こ
）
た
ち
の
努
力
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
越
後
布
の
原
料
に
必
要
な
苧
麻

（
ち
よ
ま
ー
カ
ラ
ム
シ
の
こ
と
、
加
工

し
て
繊
維
化
し
た
も
の
が
青
苧
）
は
、

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
一
）
に

上
杉
氏
が
奨
励
し
た
こ
と
か
ら
、
川

西
地
方
で
も
広
く
栽
培
さ
れ
た
ら
し

い
。
古
い
検
地
帳
に
は
青
苧
畑
の
記

載
が
あ
り
、
仙
田
谷
で
は
今
な
お
野

生
化
し
た
苧
麻
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
、
越

後
か
ら
会
津
若
松
（
一
二
〇
万
石
）

（
転
封
（
て
ん
ぽ
う
）
さ
れ
た
上
杉
景

勝
は
、
同
五
年
の
関
ケ
原
合
戦
に
敗

れ
る
と
出
羽
の
米
沢
（
三
〇
万
石
）

に
移
さ
れ
た
が
、
節
黒
城
主
の
上
野

源
六
家
成
も
こ
の
こ
ろ
米
沢
に
移
っ

て
い
る
。

た
嫁
不
足

　
　
上
杉
氏
が
越
後
を
離
れ
る
と
、
私

　
た
ち
の
地
方
で
繁
栄
し
た
苧
麻
の
栽

　
培
や
青
苧
づ
く
り
は
次
第
に
衰
退
し
、

　
年
が
経
つ
と
、
や
が
て
は
米
沢
や
会

　
津
あ
た
り
か
ら
移
入
し
な
け
れ
ば
良

　
い
布
を
織
れ
な
い
よ
う
な
事
態
に
追

　
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

　
　
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
上
杉
氏
は

　
越
後
を
出
る
と
き
に
、
苧
麻
栽
培
や

　
主
晃
丁
の
製
法
を
は
じ
め
、
越
後
布
の

　
織
れ
る
女
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
を
連
れ

　
て
行
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か

米
沢
に
入
城
し
て
か
ら
も
、
景
勝
に

仕
え
た
直
江
兼
続
（
か
ね
つ
ぐ
）
が
機

織
り
上
手
の
娘
た
ち
を
次
つ
ぎ
と
ス

カ
ウ
ト
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
嫁
取
り
は
嫁
盗
り

　
自
然
の
妙
と
で
も
い
う
の
か
、
男

と
女
の
出
生
率
は
お
お
む
ね
均
衡
の

と
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
某
村
に
お
け
る
元
腺
五
年

（
一
六
九
二
）
の
男
女
の
年
齢
別
構

成
を
み
る
と
、
○
歳
か
ら
一
六
歳
ま

で
は
各
年
齢
層
と
も
女
が
男
の
七
〇

％
で
し
か
な
い
。
そ
れ
が
結
婚
適
齢

期
の
一
七
歳
か
ら
二
〇
歳
に
入
る
と

ほ
ぼ
同
数
に
な
り
、
ど
こ
か
ら
か
、

歳
ご
ろ
の
娘
を
嫁
に
取
っ
て
来
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
時
代
の
人
た
ち
は
「
オ
ン
ナ

ッ
コ
は
、
イ
ッ
チ
ョ
ウ
メ
に
な
る
と

嫁
に
く
れ
る
の
だ
か
ら
無
理
し
て
育

て
る
必
要
は
な
い
。
ゴ
テ
が
鍋
（
ナ
ベ
）

の
蓋
（
フ
タ
）
を
隠
す
歳
に
な
っ
た

ら
適
齢
期
の
娘
を
よ
そ
か
ら
も
ら
っ

て
く
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
が
ダ
メ
な
ら

盗
っ
て
く
る
ま
で
だ
」
。
と
考
え
て

い
た
フ
シ
が
あ
る
。
娘
を
盗
ら
れ
た

家
の
親
た
ち
は
、
ま
た
ど
こ
か
ら
か

見
付
け
て
つ
じ
つ
ま
を
合
せ
、
こ
の

慶
事
を
だ
れ
も
が
認
め
て
「
め
で
た

し
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

川
西
女
が
臼
河
起
す

　
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
、
高

田
城
主
か
ら
白
河
城
（
転
封
さ
れ
た

松
平
定
賢
（
さ
だ
か
た
）
は
陸
奥
（
む

つ
）
上
総
（
か
ず
さ
）
安
房
（
あ
わ
）
越

後
の
四
国
を
領
し
た
が
、
な
か
で
も

越
後
領
は
最
大
で
刈
羽
・
三
島
の
両

郡
は
再
領
、
魚
沼
・
蒲
原
・
岩
船
の

三
郡
は
新
領
で
あ
っ
た
。

　
上
村
政
基
氏
（
上
野
）
は
、
　
「
白
河

に
入
城
し
た
松
平
氏
が
、
藩
の
繁
栄

を
願
っ
て
越
後
領
地
か
ら
多
く
の
娘

た
ち
を
白
河
に
移
し
、
全
員
を
同
地

に
縁
付
か
せ
て
白
河
辺
一
帯
の
人
口

を
増
加
さ
せ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
白
河
市
（
福
島
県
）
の
僅
謡
（
り

よ
う
）
に
、
　
「
越
後
女
は
白
河
起
す
。

こ
れ
も
御
殿
の
お
た
ま
も
の
」
と
歌

わ
れ
て
い
る
の
は
、
川
西
町
で
も
山

野
田
、
東
善
寺
、
水
口
沢
、
中
屋
敷
、

高
原
田
、
坪
山
、
鶴
吉
、
霜
条
、
伊

勢
平
治
、
上
野
、
祖
師
、
下
平
新
田
、

木
落
の
村
々
か
ら
器
量
よ
し
で
稼
ぎ

手
の
娘
た
ち
が
白
河
に
嫁
ぎ
、
修
身

斎
家
（
せ
い
か
）
を
説
く
藩
公
に
従
っ

た
可
能
性
を
裏
付
け
る
。

ス
キ
ガ
タ
リ
と
傭
女
（
よ
う
な
）

　
近
代
（
一
八
六
八
～
一
九
四
五
）

に
入
る
と
ス
キ
ガ
タ
リ
（
恋
愛
結
婚
）

が
目
立
つ
。
縁
遠
く
て
、
八
方
に
手

を
つ
く
し
て
も
配
偶
者
に
恵
ま
れ
な

い
家
の
ア
ニ
は
、
江
戸
稼
ぎ
中
に
ア

タ
ッ
ク
し
て
相
手
を
見
付
け
、
春
先

に
連
れ
て
帰
っ
て
「
オ
レ
の
カ
カ
だ
」

と
誇
ら
し
く
紹
介
し
た
。

　
明
治
の
は
じ
め
、
本
郷
の
大
き
な

悼
（
く
る
ま
）
屋
へ
奉
公
し
た
仙
田
の

権
蔵
は
、
そ
の
家
の
ネ
ン
コ
サ
を
口

説
き
落
し
て
夫
婦
に
な
り
、
こ
ぶ
し

の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
故
郷
へ
錦
を
飾

っ
た
。
深
川
で
そ
ば
屋
の
出
前
を
し

て
い
た
助
作
は
、
得
意
先
の
置
屋
で

売
れ
っ
子
の
芸
者
と
懇
ろ
に
な
り
、

こ
の
カ
ッ
プ
ル
も
晴
れ
て
お
国
入
り

し
て
村
の
衆
を
「
ア
ッ
」
と
い
わ
せ

た
。
　
金
子
芳
英
氏
（
岩
瀬
）
に
よ
る
と
、

ウ
デ
が
悪
く
て
ど
う
し
て
も
相
手
を

見
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ア

ニ
ど
も
は
、
稼
い
だ
金
で
傭
女
を
雇

っ
て
連
れ
て
帰
り
、
　
「
オ
レ
も
見
つ

け
て
来
た
ぜ
」
と
吹
聴
し
て
面
目
を

ほ
ど
こ
し
た
。

　
傭
女
は
、
女
に
う
と
い
が
世
間
体

に
こ
だ
わ
る
独
身
者
を
相
手
に
稼
ぐ

商
売
女
で
、
夜
鷹
（
よ
た
か
）
や
女
郎

衆
よ
り
は
ラ
ン
ク
が
上
の
才
女
た
ち

に
よ
っ
て
ひ
そ
か
に
営
ま
れ
た
。
現

在
で
い
う
契
約
結
婚
に
相
当
し
、
翔

（
と
）
べ
な
い
男
た
ち
の
頼
み
に
応
じ

て
一
定
の
期
間
だ
け
妻
に
な
り
す
ま

し
、
親
兄
弟
や
親
類
衆
の
前
を
あ
た

か
も
嫁
で
あ
る
よ
う
に
装
い
、
約
束

の
期
間
が
過
ぎ
る
と
、
そ
っ
と
姿
を

消
す
筋
書
に
な
っ
て
い
た
。

　
傭
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
村
の
衆
は
、
　
「
気
の
毒
に
、
あ

こ
の
衆
は
嫁
に
逃
げ
ら
れ
た
テ
ヤ
」

と
う
わ
さ
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ア
ニ

は
、
一
度
は
カ
カ
を
見
付
け
て
来
た

実
績
で
既
婚
者
の
仲
間
に
入
り
、
そ

　
　
や

の
ウ
テ
を
見
な
お
さ
れ
て
一
目
お
か

れ
る
こ
と
に
満
足
し
た
。

　
ア
ニ
や
家
族
か
ら
大
事
に
さ
れ
て

情
が
移
り
、
本
物
の
夫
婦
に
な
っ
た

傭
女
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
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三
月
の
町
議
会
定
例
会
で
廃
止
と

決
ま
っ
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
、

六
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
所
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
築
は
、

国
や
県
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
四

十
年
九
月
に
着
工
し
、
そ
の
年
の
十

二
月
末
完
成
。
翌
四
十
一
年
一
月
十

一
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
開
所
当
時
は
、
出
産
す
る
人
の
う

ち
、
八
七
．
六
九
％
の
人
が
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
町
外
か
ら

の
利
用
者
も
多
く
、
盛
況
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
五
十
年
ご
ろ
か
ら
急
激

に
利
用
者
が
減
少
傾
向
を
示
す
よ
う

に
な
り
、
建
物
も
二
十
年
を
経
た
今

　
　
　
　
、

日
、
雪
の
被
害
な
ど
に
よ
る
老
朽
化

が
著
し
く
、
危
険
な
状
態
に
さ
え
な

っ
て
き
ま
し
た
。
や
む
な
く
、
県
の

承
認
を
得
て
、
七
月
上
旬
に
取
り
こ

わ
す
予
定
で
す
。
そ
の
跡
地
に
は
、

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

母
子
の
健
康
教
育
や
検
診
事
業
な
ど

は
、
そ
の
施
設
で
お
こ
な
わ
れ
る
計

画
で
す
。

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
、
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
千
六
百
六
十
四
名
、

最
初
に
出
産
し
た
赤
ち
ゃ
ん
も
今
年

は
二
十
歳
、
長
い
間
ご
苦
労
い
た
だ

い
た
助
産
婦
さ
ん
や
、
い
ろ
い
ろ
と

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
に
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。

母子健康センター利用状況

一

婿麗

年度 出生数 利用者総　数
禾U用率
　（％）

41 130 114 87．69

42 195 148 75．90

43 172 150 87．21

44 172 133 77．33

45 156 114 73．08

46 156 113 72．44

47 141 130 92．20

48 146 126 86．30

49 155 114 73．55

50 140 90 64．29

51 149 88 59．06

52 153 79 51．63

53 113 53 46．90

54 141 55 39．01

55 110 43 39．09

56 98 41 41．84

57 118 27 22．88

58 94 21 22．34

59 110 16 14．55

60 77 9 11．69
合計 2，726 1，664 61．04

「
．
四
．

老
齢
基
礎
年
金
！

　
　
　
誰
で
も
月
五
万
円
も
ら
う

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
六
十
万
円
（
月
額
五
万
円
・
昭
和
五
十
九
年

度
価
格
㊧
）
で
す
。

　
こ
の
月
額
五
万
円
と
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
四
十

年
間
の
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
問
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
四
十

年
に
不
足
す
る
場
合
、
そ
の
不
足
す

る
期
間
に
応
じ
て
、
五
万
円
か
ら
の

減
額
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

保
険
料
免
除
期
間
は
、
保
険
料
納
付

済
期
問
の
三
分
の
一
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
が
、
保
険
料
を
納
め
て
い

当
然
の
こ
と
な
が
ら
計

算
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
の
計
算

式
は
①
の
と
お
り
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、

改
正
法
施
行
日
（
四
月

一
日
）
に
お
い
て
六
十

歳
未
満
の
人
に
対
し
て

支
給
さ
れ
、
六
十
歳
以

上
の
人
に
つ
い
て
は
、

改
正
前
の
制
度
が
適
用

　　　　　　　（保険料納付済月数）＋（保険料免除月数）×寺
①600ρ00円×　　　　480月

　　　　　　　（保険料納付済月数）＋（保険料免除月数）×÷
②600・000円×　　　　　　（加入可能年数）×12

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
保
険

料
が
納
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

月
額
五
万
円
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
受
給
者
の
生
年
月

日
ご
と
に
次
の
表
の
加
入
可
能
年
数

に
つ
い
て
、
す
べ
て
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
に
月
額
五
万
円
と
な
り
、

保
険
料
納
付
済
期
間
が
こ
れ
に
不
足

す
る
場
合
は
、
不
足
期
間
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
、
そ
の
計
算
式
は
②
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　
ヤ～
く
し

　
ノ

）
に
つ
い
て
、

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

な
お
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
　
　
五
万
円
と
い
う
の
は
、
昭
和
五
十

た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
　
九
年
度
価
格
の
表
示
で
す
か
ら
、
実

で
す
か
ら
、
そ
の
時
点
で
二
十
歳
以
　
際
に
施
行
さ
れ
る
と
き
の
額
は
、
五

上
の
人
（
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
　
万
円
を
そ
れ
ま
で
の
物
価
上
昇
率
で

前
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、
六
十
歳
に
達
　
改
定
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

す
る
ま
で
の
全
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
国
民
任
金
に
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
し
て
も
、
四
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
の
保
険
料
納
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

済
期
間
を
満
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
で
き
ま
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
碑

ん
。
こ
れ
ら
の
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厭
蔚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

に
つ
い
て
は
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
年
間
保
険
料
納
付
　
　
　
納
付
期
間
4
0
年
に
不
足

和
三
十
六
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

一
日
以
後
六
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
5
万
円
　
　
　
、
期
問
に
応
じ
て
減
額

に
達
す
る
ま
で
の

騨
露
襲
，
　
⑲
聾

生　年　月　日
加入可能
年　　数

大正15・4・2～昭和2・4・1 25

昭和2・4・2～’3・4・1 26

夕　3●4●2～　　〃　4●4●1 27

’　4●4●2～　　〃　　5。4●　1 28

〃　5●4●2～　　’　6●4●1 29

夕　6●4●2～　　’　　7●4●1 30

夕　7●4．2～　　’　8●4●1 31

夕　8●4●2～　　夕　　9●4●1 32

夕　9●4●2～　　β　10●4●1 33

〃　10●4●2～　　」　11●4●1 34

’　11●4●2～　　β　12●4●1 35

夕　12●4●2～　　夕　13●4●1 36

夕　13●4●2～　　夕　14●4●1 37

夕　14●4●2～　　’　15●4●1 38

’　15●4●2～　　夕　16●4●1 39

夕16・4・2～ 40
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第8回春季少年野球大会

干・手丞㌻肖が優勝

⊃

　
第
八
回
春
季
少
年
野
球
大
会
（
十
日
町
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合
主
催
）

が
五
月
三
．
四
日
の
二
日
間
信
濃
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
千
手

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
、
川
西
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
、
春
初
め
て
の
大
会
に
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

山少千
　　手瑛
　膝勝
　　1撃
本団ツ
0　　2
0　　5
0　　3
3　　1
0　　2

133

決
勝
戦
は
、
千
手
－
山
本
チ
ー
ム

の
間
で
争
わ
れ
、
千
手
が
全
員
安
打
、

、

雪
に
し
い
た
げ
ら
れ
て
咲
く
花
に

　
　
越
後
人
を
見
る
思
い

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
大
野
良
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
五
年
春
、
両
親
の
墓
参
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
と
き
に
大
切
に
持
ち
帰
っ
た
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
花
（
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
経
っ
た
五
十
九
年
か
ら
咲
き
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ま
し
た
。
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
色
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
で
す
。

　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
な
つ
か
し
い
故
里
の
移
り
変

わ
り
を
た
の
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
も
故
里
を
出
て
か
ら
早
や
三
十

　
持
っ
て
来
て
日
の
よ
く
当
る
場
所

に
植
え
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
花

芽
が
つ
か
ず
草
丈
ば
か
り
伸
び
、
が

っ
か
り
し
て
い
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
か
と
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
あ
げ

く
、
翌
春
北
向
き
の
日
か
げ
の
場
所

毎
回
得
点
の
猛
打
と
柳
投
手
の
力
投

で
1
3
－
3
の
大
差
で
山
本
チ
ー
ム
を

下
し
ま
し
た
。

　
川
西
チ
ー
ム
の
優
勝
は
、
一
昨
年

に
続
い
て
二
回
目
。

　
　
　
　
　
I
　
　
o
　
8
0
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
じ
ロ
ノ

　
　
　
・
一
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
●
％
魂
卸
一

へ
移
植
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
瞬
雛
一

　
た
ま
た
ま
そ
の
年
は
、
関
東
に
も
　
灘
壷

大
雪
が
あ
り
、
度
々
降
っ
た
の
で
す
。
　
疎
喫

そ
の
せ
い
か
春
に
な
．
て
立
派
に
花
撫

を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
・
”
鱒
蔭

　
あ
の
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
の
花
で
す
。
．
講
蕪

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
覇
蝋

　
雪
の
下
で
し
い
た
げ
ら
れ
て
は
じ
無
適

め
て
咲
く
花
の
強
さ
を
知
り
ま
し
た
。
溺
蝋

越
後
の
人
間
そ
の
も
の
と
い
う
と
こ
穐
絢

ろ
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
“
豪

　
花
が
咲
き
は
じ
め
て
三
年
目
の
春
罷
鞘

が
訪
れ
ま
す
。
先
日
降
っ
た
雪
の
お
朝
磁

か
げ
で
今
年
も
又
花
を
咲
か
せ
て
く
寓
嫌

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
鱗
源

　
そ
の
日
の
来
る
の
を
た
の
し
み
に
　
軒
搬
“

待
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
鯨
鞭

　
遠
く
神
奈
川
の
地
か
ら
皆
々
様
の
舘
識

ご
健
康
と
川
西
町
の
ご
発
展
を
心
か
躍
耽

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
・
・
華

　
冬
期
間
基
礎
練
習
の

　
　
　
成
果
実
る

　
雪
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
に
出
た
の
は
、

こ
の
大
会
が
初
め
て
だ
っ
た
が
、
冬

期
間
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
土
・

日
に
総
合
体
育
館
で
基
礎
練
習
を
し

た
う
え
、
国
鉄
駐
車
場
を
借
り
て
バ

ッ
テ
ン
グ
練
習
を
し
た
成
果
が
実
り

ま
し
た
、
と
高
橋
幸
司
監
督
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

優
勝
旗
を
手
に
千
手
チ
ー
ム

【決勝戦の記録】

打
点
1

四
球
1

安
打
1

打
数
3

千手スポーツ

少年団

優勝を決めさわやかに挨拶する千手ナイン

町
の
似
尋
剛
活
動

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
毎
週
月
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曜

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
毎
週
日
曜

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
毎
週
日
曜

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
千
手
、
上
野
、
橘
、
仙
田
各
地

　
　
区
ご
と
に
活
動

〈遊〉田村有二3　1　1　1

〈捕〉山岸智和4203
〈三＞高橋　修4303
〈投＞柳　　浩次4　10　2

〈一＞小林正樹3100
〈二〉高橋貴之3201
〈中〉平野恵津夫3　100

〈右〉数藤達也3201
〈左＞小林憲一3101
振球犠残………………………

7103　　　 3014112
［＞本塁打　山岸、高橋（修）、

　　　　高橋（貴）
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⑳⑦㊦、

暖
P
目

行政相談
6月25日…・……総合センター

　毎月最終水曜日（午後1～3時）

総合センターで行います。

　相談員は富井源蔵さんです。

ふれあいパックの会一

会員募集
　　　　継9

パンフレット用の撮影風景

鰍一

イ与電の　、
　　由突0りせ

ノ

ヤヤ

影
●7月4日（金）午前8時から
　正午まで、星名新田、田代

　の全部

●7月4日（金）午後1時30分
　から午後5時まで、中仙田
　の一部と田戸、越ケ沢の全

　部
　　　　　、戸廻、巧、r　　・　蒙代　　藍　，・一　璽

　特産品、民芸品や、ふるさと

の昧覚の直送や、夏・冬の体験

イベントなどがあります。

　会費／年15，000円

　入会金／年3，000円

　　　　　　（3年有効）

★照会先　〒948－01

役場内「ふれあいパックの会」

　田舎といい仲、

　　　　ふれあいパック

7月1日事業所統計調査

　この調査は、経済活動や社会

活動の拠点である事業所を漏れ

なく調査する、国の最も基本的

な統計調査の一つです。

　7月上旬から調査員が各事業

所を訪問して、調査票の記入を

お願いしますので、調査にご協

力ください。

　事業所一人が賃金や報酬を得

　　　て働いている場所のこ
　　　とで、店舗や営業所、

　　　工場、官公庁のほか神
　　　社、寺院なども含まれ

　　　ます。

　　　担当する調査員

　　千手地区　南雲虎一一

　　　　　　大井佐市
　　　　　　星名洋子
　　上野地区　南雲隆三

　　　　　　星名　睦
　　橘地区滋野定良
　　　　　　戸田美枝子
　　仙田地区　小林政夫
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“
敏
男
さ
ん
は
百
十
点
”

岩
手
県
か
ら

仁
田小
幡
美
代
さ
ん

1
め
ぐ
り
あ
い
は
1

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
生
ま
れ
で

東
京
の
銀
行
に
勤
め
て
い
た
時
、
サ

ー
ク
ル
活
動
で
、
料
理
の
修
業
を
し

て
い
た
主
人
と
出
合
い
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
グ

イ
グ
イ
と
引
っ
張
る
行
動
力
と
、
や

さ
し
さ
に
惚
れ
ま
し
た
。

i
川
西
町
に
住
ん
で
の
感
想
は
ー

　
丸
三
年
過
し
ま
し
た
が
、
雪
は
そ

れ
ほ
ど
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
お
ど
ろ

い
た
の
は
、
田
ん
ぽ
が
区
画
整
理
さ

れ
て
お
り
機
械
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
農
作
業
も
変
わ
り
ま
し
た
ネ
。

　
都
会
に
く
ら
べ
、
こ
ち
ら
の
方
が

子
育
て
や
生
活
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い

て
最
適
で
す
。
七
月
に
は
第
二
子
の

出
産
予
定
で
す
。

1
嫁
い
だ
時
は
1

　
昼
間
若
い
人
が
少
な
く
て
さ
み
し

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
両
親
や
近
所

の
方
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
し
、
若

妻
会
な
ど
の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
実
家
の
岩
手
に
も
友
達
が
い
っ
ぱ

い
い
ま
す
の
で
、
ご
縁
が
あ
れ
ば
こ

ち
ら
の
方
に
紹
介
し
、
岩
手
会
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
ご
主
人
は
何
点
？
1

　
そ
う
ネ
ー
“
百
点
”
。
病
気
も
せ

ず
一
生
け
ん
め
い
働
い
て
く
れ
ま
す

か
ら
感
謝
の
意
を
込
め
て
と
い
う
こ

と
で
す
。
十
日
町
市
内
で
飲
食
店
を

経
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
若
い
ギ
ャ

ル
も
い
っ
ぱ
い
見
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
主
人
の
味
は
何
点
で
す
か
？

1
即
座
に
“
敏
男
さ
ん
は
百
十

点
”
と
答
え
て
く
れ
た
、
ご
主
人
思

い
の
美
代
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
獺

髪

蓑

懸　
灘

馨
語
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轟息
姜
目

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

　
◎
広
報
発
行
の
一
助
に

＊
星
名
定
三
さ
ん
（
東
京
・
港
区
）

　
か
ら
、
二
万
円

＊
大
熊
タ
ツ
子
さ
ん
（
東
京
・
江
東

　
区
）
か
ら
、
一
万
円

＊
押
木
敏
子
さ
ん
（
東
京
．
三
鷹
市
）

　
か
ら
、
五
千
円

＊
高
岩
ハ
ル
さ
ん
（
栃
木
市
）
か
ら
、

　
一
万
円

＊
水
落
克
さ
ん
（
川
崎
市
）
か
ら
、

　
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
今
藤
清
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
五

　
万
円

＊
藤
巻
孝
吉
さ
ん
（
塩
辛
）
か
ら
、

　
五
万
円

＊
清
水
雄
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
、

五
万
円

＊
丸
山
益
平
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
、

三
万
円

＊
皇
居
御
奉
仕
参
加
者
同
志
会
（
代

表
田
村
才
一
郎
）
か
ら
、
八
千
二

百
八
十
五
円

・

　
小
林
政
雄
さ
ん
（
中
仙
田
）
か

　
ら
、
膳
椀
多
数
、
ア
ン
カ
ほ
か

・
小
林
幹
司
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
九
尺
ム
シ
ロ
、
子
供
ソ
リ
ほ
か

．
小
林
寿
子
さ
ん
（
中
仙
田
）
か

ら
、
膳
多
数
、
鉄
ビ
ン
ほ
か

．
茂
野
耕
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

　
旧
仙
田
小
学
校
の
鐘

．
黒
嶋
ミ
カ
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

五
玉
ソ
ロ
バ
ン
、
ソ
バ
切
り
包
丁

・
内
山
潔
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

倭
節
用
集
（
文
政
年
間
辞
書
）

・
富
井
勇
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

三
本
グ
ワ
ほ
か

・
村
山
米
一
さ
ん
（
高
原
田
）
か

ら
、
ト
ビ
ロ
、
ス
カ
リ
、
拍
子
木

・
高
崎
正
弘
さ
ん
（
学
校
町
）
か

ら
、
子
供
用
ソ
リ

・
樋
ロ
弘
之
さ
ん
（
中
仙
田
）
か

ら
、
風
呂
の
く
み
桶

・
星
名
チ
ユ
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

ア
イ
ロ
ン
、
カ
ン
徳
利
ほ
か

・
水
品
忠
雄
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、

ベ
ェ
、
オ
カ
ゴ
　
（
乗
用
）
ほ
か

・
高
橋
健
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

箱
膳

・
水
晶
良
二
さ
ん
（
中
島
町
）
か

ら
、
小
型
ト
ー
ミ

・
佐
藤
春
枝
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、

ぶ
ど
う
徳
利
ほ
か

わ
し
の
　
　
撫
．

　
　
　
　
自
”
慢
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
へ
凶
．
ヤ

六
千
株
の

　
　
ゼ
ン
マ
イ
畑

赤
谷
高
橋
孝
平
さ
ん

　
畑
一
面
に
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
生
え

た
ゼ
ン
マ
イ
。
山
野
に
自
生
し
て
い

る
も
の
と
同
じ
ゼ
ン
マ
イ
な
の
に
、

こ
う
し
て
畑
の
う
ね
に
真
す
ぐ
に
植

え
育
て
ら
れ
た
ゼ
ン
マ
イ
は
、
ほ
ん

と
う
に
見
事
な
も
の
で
す
。

　
「
ゼ
ン
マ
イ
を
植
え
は
じ
め
た
の

は
、
五
十
六
年
六
月
か
ら
で
、
い
ま

一
反
歩
（
十
艀
、
）
に
六
千
株
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
畑
作
は
な
ん
で
も
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
特
に
ゼ
ン
マ
イ
は

収
穫
す
る
時
期
が
田
ん
ぼ
仕
事
と
重

な
っ
て
大
変
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
株

を
植
え
る
に
三
年
か
か
り
ま
し
た
。
」

　
ど
の
よ
う
に
し
て
株
を
堀
っ
て
く

る
の
か
お
う
か
が
い
し
た
ら

　
「
自
分
の
山
か
ら
大
株
な
も
の
を

根
を
傷
め
な
い
よ
う
に
、
浅
く
、
広

く
土
を
付
け
て
掘
っ
て
く
る
こ
と
で

す
。　
十
株
掘
る
と
二
坪
（
約
六
平
方
ど

の
土
を
裸
に
す
る
し
、
そ
れ
を
背
負

っ
て
運
ん
で
く
る
と
な
る
と
、
一
日

に
二
百
株
し
か
掘
れ
ま
せ
ん
。
」

　
植
え
て
育
て
る
こ
と
も
大
変
で
す

が
、
収
穫
は
な
お
さ
ら
大
変
と
の
こ

と
で
す
。

　
「
去
年
は
三
貫
目
（
約
十
一
キ
。
）

く
ら
い
収
穫
し
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど

ん
生
え
て
く
る
の
で
、
手
を
痛
め
て

途
中
で
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
雨
が
降
る
と
、
ゆ
で
た
り
乾
し
た

り
で
き
な
い
の
で
、
南
魚
の
塩
沢
の

方
で
ゼ
ン
マ
イ
も
み
機
を
発
明
し
た

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
ぜ
ひ
そ
れ
が

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

本
格
的
に
収
穫
で
き
る
ゼ
ン
マ
イ

に
な
る
に
は
、
十
年
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

育
て
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
う
か
が
い

し
た
ら

　
「
ま
だ
ま
だ
肥
や
し
が
足
り
な
い

よ
う
で
す
。
け
い
ふ
ん
や
ら
尿
素
を

ど
ん
ど
ん
や
り
、
草
取
り
を
マ
メ
に

か
ら
辞
去
し
ま
し
た
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
さ
る
母
親

が
横
浜
に
住
む
息
子
夫
婦
に
ゼ
ン
マ

イ
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
都
会
育
ち
の

ヨ
メ
さ
ん
が
、
ま
さ
か
珍
し
い
ふ
る

さ
と
食
品
と
も
知
ら
ず
に
、
そ
の
ま

ま
捨
て
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
大
な
り
小
な
り

“
ふ
る
さ
と
の
味
”
と
ば
か
り
に
土

産
物
な
ど
に
珍
重
し
て
い
ま
す
。
　
　
一

　
せ
っ
か
く
高
価
な
ゼ
ン
マ
イ
が
、

捨
て
ら
れ
な
い
た
め
に
、
町
な
り
農

協
な
り
が
主
体
と
な
っ
て
専
用
の
入

れ
物
を
作
り
、
食
べ
方
の
説
明
書
を

加
え
た
り
し
て
、
各
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
川
西
の
特
産
品
と
し
て
そ
の
名
声

が
高
ま
っ
て
く
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
て
、
秋
に
な
っ
た
ら
草
や
わ
ら
ク
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

ズ
を
い
っ
ぱ
い
畑
に
入
れ
る
こ
と
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
…
…
。
」

　
“
山
菜
の
王
様
”
と
い
わ
れ
る
ゼ
護

ン
マ
イ
を
、
町
内
で
も
畑
や
庭
に
育
．

て
て
い
る
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
ゼ

ン
マ
イ
も
み
機
を
導
入
し
、
ま
す
ま

す
町
の
特
産
物
と
し
て
量
産
さ
れ
る

よ
う
祈
り
な
が
ら
、
高
橋
さ
ん
の
畑

一面のゼンマイに囲まれた高橋さん
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肝
臓
の
は
た
ら
き

　
肝
臓
は
昔
か
ら
「
肝
腎
（
じ
ん
）
か

な
め
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
腎
臓
と

並
ん
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
臓
器
で

消
化
器
の
一
つ
で
す
。

　
脳
に
次
い
で
大
き
く
一
、
○
○
○
～

一
、
三
〇
〇
矧
．
く
ら
い
の
重
さ
が
あ
り

ま
す
。
右
上
腹
部
に
あ
り
大
部
分
は

肋
骨
（
ろ
っ
こ
つ
）
に
か
く
れ
て
い
ま

す
が
、
病
気
で
腫
へ
は
）
れ
る
と
手
で

さ
わ
る
だ
け
で
わ
か
り
ま
す
。

　
肝
臓
の
働
き
は
一
言
で
い
う
と
、

体
の
化
学
工
場
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
動
脈
や
静
脈
の
ほ
か
に
胃
や

腸
で
消
化
吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
を
運

ぶ
門
脈
と
い
う
血
管
が
入
っ
て
お
り
、

腸
で
吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
を
分
解
、

合
成
、
貯
蔵
し
、
ま
た
、
体
の
成
分

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て
各
臓
器
や

組
織
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
用
を
専
門
的
に
は
、
代
謝

作
用
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
主
役
は

肝
臓
で
す
。

と
も
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
に
急
性
、
慢
性
の

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
農
薬
、
シ
ン
ナ

ー
等
の
中
毒
が
あ
り
ま
す
。

血
液
の
再
生
作
用

　
腎
臓
で
再
利
用
で
き
る
血
液
成
分

と
、
不
用
物
（
尿
成
分
）
に
分
け
ら

れ
た
血
液
成
分
を
、
肝
臓
で
も
う
一

度
再
成
し
立
派
な
血
液
と
し
て
利
用

さ
せ
る
働
き
も
し
ま
す
。

消
化
作
用

　
黄
色
い
胆
汁
（
た
ん
じ
ゅ
う
）
は

肝
臓
で
つ
く
ら
れ
る
消
化
液
の
一
つ

で
胆
管
を
通
っ
て
十
二
指
腸
へ
出
て
、

主
と
し
て
脂
肪
を
消
化
す
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
鞭
繕
罐
蕊
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
讐
誰
誤
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
麟
糠
懸
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋳
幾
に
悪
鵬

解
毒
作
用
　
　
イ
早
期
発
見
盆
液
検
査
盤

体
鎗
蓉
臓
醸
肪
器
搬
鴛
餅
鱗
臨

蘇
舞
薦
雛
稀
矯
機
能
検
査
を
実
翻

響
難
離
璽
臓
舞
幾
掃
特
螺

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

米数姜茂
山藤　野

正ト大作
藏イ元治

押
木
重
太
郎

清
水
富
二
郎

齋
木
ト
ヤ

歎
藤
サ
ダ

敷
藤
奥
治
郎

藤
巻
藤
松

戸
田
　
ハ
ル

仁塩沖沖木下元室沖中室
　　　　　平　　　島
田辛立立島新町島立町島
　　　　　田

八八八八七七七七七六六
八七七〇七七五三〇九七

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
し
ょ
う
た

青
木
翔
太

　
　
な
み
え

柄
澤
菜
美
江

英
明
長
男
田
戸

1廣

　ご　　　　　　の

’女
産
｛沖
1立

小
わ
琶

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

三
領
　
高
橋
た
か
し

ぜ
ん
ま
い
を
揉
む
や
小
莚
大
莚

田
も
畑
も
植
え
て
一
息
菖
蒲
風
呂

軒
菖
蒲
村
一
軒
の
曲
り
屋
根

名
札
ま
で
書
い
て
貰
う
て
菊
根
分

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

休
耕
の
続
き
し
峡
田
谷
若
葉

青
桐
の
大
く
ず
屋
根
を
越
え
に
け
り

金
子

上
村

増
田

山
田

山
田

高
橋

上
村

登
坂

和
久
井

だ
い
す
け
大
輔
　
勇
長
男
上
野

ゆ
う
た

祐
太
　
保
弘
　
長
男
　
上
　
野

か
ず
き

和
起
　
裕
一
　
二
男
　
室
　
島

た
か
あ
き
貴
顕
健
一
二
男
仁
田

と
も
み智
美
健
一
長
女
仁
田

ゆ
う
こ

裕
子
　
良
二
　
長
女
　
赤
　
谷

き
ょ
う
こ

恭
子
　
修
一
　
長
女
　
上
　
野

ゆ
う
こ裕
子
　
浩
長
女
岩
瀬

　
た
か
し

　
喬
　
明
二
男
木
落

保
坂
ゆ
か
り

　
　
　
め
ぐ
み

羽
鳥
　
　
恵

　
　
　
ゆ
う
い
ち

柄
澤
雄
一

達
憲
長
女
木
落

菊
雄
長
女
中
屋
敷

幸
弘
長
男

沖
立

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
縣
撒
誰
馨

口町
か
ら

上
の
湯
も
中
湯
賑
い
谷
若
葉

銅
葺
の
山
門
け
む
る
若
葉
雨

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

八
海
の
馬
耕
雪
形
見
て
田
掻
き

満
開
の
緋
牡
丹
に
傘
さ
し
て
あ
り

砂
床
の
湿
り
程
良
し
菊
芽
さ
す

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

新
し
き
菅
笠
か
む
る
薄
暑
か
な

頭
よ
り
大
き
口
開
け
燕
の
子

　
　
　
　
　
　
室
島
　
米
山
十
一

音
も
な
き
笠
の
し
め
り
や
春
の
雨

ゆ
っ
た
り
と
湯
に
浸
り
聞
く
初
蛙

（
◎
◎
繍
灘
鍵
銅

（
◎
◎
篇
鷺
林
美
難

（
◎
◎
縣
舗
敏
戴

（
◎
◎
驚
縞
難
喜
鰹

（
◎
◎
縣
罐

（
◎
◎
雛
難

敏弘文俊
子幸代一

（
◎
◎
繍
郷
到
醇

（
◎
◎
繍
響
脚
揚

中
島
町

＋
日
町
市
か
ら

高沖沖元元

倉立立町町
　か　　か
　り　　り

東
京
都
か
ら

上
町

＋
日
町
市
か
ら

坪
山

＋
日
町
市
か
ら

坪
山

長
野
県
か
ら

高
原
田

鶴
吉
か
ら

羅融顕鞭鞭鞭胤諏轄轄ゐ籍
σ～◎も　　　＿』　　　　　　θ’“
：踵　5月の父通事故発生件数詳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　りの

？．～　　　　　　　　　．　？．：●

縫　　　 累計講確件　数4（1）11（6）轄
θ●●　　　　　　　　　　　　　　　　呼●
轄傷　者4（3）15（9）“霊
羅死　者0（o）0（o）鞭
θ・◎●も、　　　　　　　　　》“
零2酒請い0（o）0（3）詫
？轟酒迅おび0（6）　0（1①轄
？♂。　　　　　　　　 ？‘

馨う　　（）内は前年比較　 3燕

熱灘轍x驚獅瓢靴‡霊

心
配
ご
と
相
談

●
6
月
1
8
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
i

●
6
月
2
5
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
7
月
2
日
…
…
公
民
館
上
野
分
館

●
7
月
9
日
…
…
公
民
館
橘
分
館

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で


